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ページ 箇所 誤 正 

24 下5～4行目 
で運動させたときの固有振動数と自由

振動の 

で運動させたときの不減衰および減衰固

有振動数と自由振動の 

25 
例題2.5.1 
コード 
下2行目 

（zeta*wn*x0+v0)*sin(wn*t)/wd);  （zeta*wn*x0+v0)*sin(wd*t)/wd);  

27 

式(2.5.18) 𝐹𝐹𝑑𝑑 = −𝜇𝜇𝑘𝑘𝑅𝑅sgn(�̇�𝑥) = −𝜇𝜇𝑘𝑘𝑚𝑚𝑚𝑚sgn(�̇�𝑥) 𝐹𝐹𝑑𝑑 = −𝜇𝜇𝑘𝑘𝑅𝑅 = −𝜇𝜇𝑘𝑘𝑚𝑚𝑚𝑚 

13～14行目 

である．ここでsgnは符号関数であり，

()内が正の場合は+1，負の場合は-1と

なる関係である． 

である． 

48 
表3.1 

ラプラス変
換4行目 

𝑠𝑠2𝑋𝑋(𝑠𝑠) − 𝑠𝑠𝑋𝑋(0) −
𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑥𝑥(0) 𝑠𝑠2𝑋𝑋(𝑠𝑠) − 𝑠𝑠𝑥𝑥(0) −

𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑥𝑥(0) 

53 下11行目 𝜔𝜔 = 4radである場合， 𝜔𝜔 = 4 rad s⁄ である場合， 

67 式(4.3.11) 𝑚𝑚𝑒𝑒�̈�𝑦𝑙𝑙 + 𝑘𝑘𝑒𝑒𝑦𝑦𝑙𝑙 = 𝐹𝐹𝑒𝑒 𝑚𝑚𝑒𝑒�̈�𝑦𝑙𝑙 + 𝑘𝑘𝑒𝑒𝑦𝑦𝑙𝑙 = 𝐹𝐹𝑒𝑒 cos𝜔𝜔𝑑𝑑 

148 下6行目 
変位 𝑥𝑥および速度�̇�𝑥と希望する変位𝑥𝑥𝑑𝑑お

よび速度�̇�𝑥𝑑𝑑の 

変位 𝑦𝑦および速度�̇�𝑦と希望する変位𝑦𝑦𝑑𝑑お

よび速度�̇�𝑦𝑑𝑑の 

149 1行目 右辺の𝑥𝑥および�̇�𝑥に関する項 右辺の𝑦𝑦および�̇�𝑦に関する項 


